令和２年度　児童・生徒ボランティア活動普及事業 助成金交付要領
   　　                                               　
１．助成金の金額
（１）社会福祉協議会は、事業実施に要する費用のうち、単年度２５，０００円を限度として助成する。
（２）助成金は、福祉協力校が指定する金融機関あてに送金する。
　
２．助成金の交付申請

　　　福祉協力校となった学校長は、次の書類を本会会長（以下「会長」という。）に提出しなければならない。

・助成金交付申請書（第１号様式）

・計画書　　　　　 （第２号様式）
・収支予算書　　　 （第３号様式）

＊締切日　令和２年６月５日（金）
＊申請書は新居浜市社会福祉協議会のホームページからダウンロード可能です。

（新居浜市社会福祉協議会ホームページ⇒事業内容⇒ボランティア⇒７.（１）福祉教育の推進

①福祉協力校ボランティア活動推進⇒児童・生徒のボランティア活動普及事業申請書類一式）

３．助成金の交付決定

（１）会長は、前項２の助成金交付申請書等を審査し、当該申請に係る助成金を交付すべきものと認めたときは、助成金の交付を決定する。

（２）会長は、交付決定の内容を助成金交付決定通知書（第４号様式）により、学校長に通知する。

４．助成金の請求

　　　会長は、前項３の規定による交付決定を通知した学校長から提出される次の書類により、助成金を交付する。

　　 ・助成金請求書　　（第５号様式）
＊第５号様式の通帳名は代表が望ましい。
＊締切日　令和２年７月１０日（金）
５．助成金の経理
（１）助成金経理における証拠書類は、各校の経理規程等に基づいて適正に処理、保管するものとする。
（２）本事業の目的以外に、使用してはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．事業実績報告
　　　学校長は、年度事業完了後、次の書類を会長あてに提出しなければならない。
・実績報告書　　　　　　　　（第６号様式）
・報告書　　　　　　　　　　（第７号様式）
・活動風景（写真）添付台紙    （第７号様式の別紙）
・収支決算書　　          （第８号様式）

＊締切日　令和３年３月５日（金）
　　　　　　　　　　　　　　＊活動事例は申請書と同じホームページで確認可能。

７．助成金の返還
　　　　会長は、前項６の規定による事業実績報告書等に基づき、助成金の使途が事業計画と著しく異なるときは、助成金の全部または一部の返還を求めることができる。
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